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教科等研究会（中学校国語部会）

平成２９年度 研究活動のまとめ

１ 研究テーマ 生徒一人ひとりが輝く「わかる・できる」「楽しい」国語科授業づくり

２ 研究経過

第１回 第２回 第３回 第４回

期日 人数 場所 期日 場所 授業者 期日 場所 授業者 期日 場所 授業者

5/25 20 矢部中 8/18 甲佐中 10/26 蘇陽中 島田 1/26 益城中 髙島

志保 淳

教諭 教諭

３ 研究の概要

（１）研究の内容

平成２９年度の研究テーマを「生徒一人ひとりが輝く『わかる・できる』『楽しい』国語科

授業作り」と設定した。

①組織づくり

第１回目の研究会では、今までの取組みを基本として研究テーマの設定を行った。さらに部

会を「説明的文章部会」と「文学的文章部会」の２部会に分け研究進めることとした。

②夏季研修

８月の研修では、宇城市立豊野中学校の平岡馨副校長に来

ていただだき「主体的・対話的で深い学びの実現に向けて」

と題し講演をしていただいた。その中で、「資質・能力」につ

いて語っていただいた。そして、有意味学習、真正な学習、

明示的な指導が大切であることを学ぶことができた。さらに、

「主体的・対話的で深い学び」となるためには「質問できる

能力」の育成、援助要請ができる「雰囲気と関係づくり」、学

んだことを「自分の言葉で言い換える」大切さを教えていた

だいた。そのために教師が「視点を示す」「関連づけ」「価値

付けを行う」ことが大切だということであった。その中でも

「視点を示す」では、「対話型言語スキル」の活用、「対話的

な学び」の充実、「メタ認知能力」の育成を図る振り返りの

工夫をお話いただいた。ここでは、「視点」を教師や生徒が

明確にすることの大切さを学ぶことができた。

③授業研究会

授業研究会では、２部会ごとに研究授業の検討をおこなった。放課後の時間を使い、部会ご

とに事前研究会を開いた。「文学的文章部会」では「走れメロス」を、「説明的文章部会」では

「玄関扉」を行うことになり、それぞれの取組みや指導案を持ち寄り、検討会が行われた。こ

こでは、子どもたちに「わかった・できた」と実感させるためにはどのようなことが手立てが

必要かを考え、意見交換をおこなった。

（２）成果と課題

①成果

・夏季研修で講話をしていただき、明示的な指導が大切であることを学び、それを授業に活か

すことができた。

・Ａ・Ｂ部会と少人数での研修を行うことで、お互いに実践例あげながら意見交換をすること

ができた。
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・新しい視点での協同的学び合いが行われ、子どもたちが意欲的に活動することができた。

・ジグソー法を使い、一人ひとりに考えをもたせることができた。

②課題

・めあてと評価の整合性。（具体的な評価基準を持っておくことが大切）

・考える時間の確保をすることが大切だと思う。

・書き方のモデルを示すことで取組みやすくなるとよかったのではないか。

・学習訓練や班活動を日常的に指導しておくことが大切だと思う。

４ 実践事例

（１）文学的文章部会（三省堂２年「走れメロス」）

①授業者自評から

・机間指導の時に質問が出て、説明で分かりづらいこ

とがあったようだ。

・もっとコンパクトにできればよかった。

・シラーとの比較で授業を進めていったが、１時間の

流れのアドバイスをお願いしたい。

②質疑応答

〇まとめの「表現効果」評価Ａは、どんなことが書

るとＡ評価なのか

・具体例を挙げ（根拠にして）「〇〇があることで～が

伝わってくる」などはＢ。

・「人が変わると伝えたかった」などの一歩先の考えは

Ａとした。

③研究協議から

・生徒は「人質」をみてすぐ読み取る力がある。

・班活動が活発であった。

・授業者が生徒からうまく意見を引き出されていた。

・考えを深める時間をもっと確保できるとよかった。

（２）説明的文章部会（三省堂１年「玄関扉」）

①授業者自評から

・三角ロジックを使い、内開きと外開きのどちらがいい

か考えたが、話し合いが深まらなか った。

・班活動では、子どもたちがよく話し合っていた。

・話し合って発表だったがその時間が短かった。

②質疑応答

〇エキスパート活動では男女別なのはなぜか。

・その後のクロス活動で男女混合にするためにあえて、

エキスパート活動では別にした。

〇エキスパート活動の時に一人に与えられた指示の紙

を教師が回収したのはなぜか。

・指示の紙をもっているとそれに頼る。そのため前時

にメモをさせたので持たせなかった。

③研究協議から

・電子黒板の使用が視覚的でわかりやすかった。

・班での話し合い活動の雰囲気がよかった。（自分の経験と重ね合わせようとしていた）

・班で話し合う、個人で考える時には隊形をそれぞれに変えるとよかったのではないか。

（３）まとめ

前田校長先生からは「子どもたちのつぶやきを拾い上げ、子ども言葉で振り返りをするとよか

ったのではないか」とご助言をいただいた。また、県学力調査を各学校で振り返って欲しいとお

話があった。また「好き、わかる、身についた」という授業を目指すことが大切であることを話

していただいた。
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文学的文章部会指導案
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説明的文学文章部会指導案


